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４
月
28
日
（
日
）
の

夜
ク
ネ
ノ
内
で
、
牝
獅

子
の
舞
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

　

笛
や
太
鼓
の
調
子
に

合
わ
せ
て
、
し
な
や
か

に
舞
い
、
時
に
は
荒
々

し
く
野
性
味
を
あ
ら
わ

す
狂
い
獅
子
と
な
っ
て
、

悪
病
退
散
を
願
う
獅
子

舞
神
楽
で
す
。

　

発
祥
年
代
は
不
明
で

す
が
、
平
成
10
年
に
復

活
し
て
、
今
日
に
伝
え

て
い
ま
す
。

　

五
穀
豊
穣
、
家
内
安

全
、
無
病
息
災
、
子
孫

繁
栄
、
地
区
内
の
安
全

を
祈
願
し
て
舞
わ
れ
る

獅
子
舞
神
楽
。
後
継
者

不
足
に
悩
ま
さ
れ
な
が

ら
も
、
故
郷
の
素
朴
な

温
も
り
を
次
世
代
に
残

し
て
い
っ
て
欲
し
い
で

す
ね
。

内
田
地
区
に
伝
わ
る

　
　
　
獅
子
舞
神
楽

牝獅子の舞神楽
め 　 　 　じ 　 　 　し



　

地
域
が
直
面
す
る
様
々
な
課
題

を
自
ら
の
手
で
解
決
し
て
、
住
み

良
い
地
域
社
会
の
創
造
を
目
指

し
、
独
自
の
発
想
に
よ
り
全
国
各

地
で
活
動
に
取
り
組
み
、
大
き
な

成
果
を
上
げ
て
い
る
地
域
活
動
団

体
な
ど
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。
平

成
30
年
度
は
全
国
の
20
団
体
に
贈

ら
れ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
信

州
が
そ
の
中
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

①
伴
走
型
寄
り
添
い
相
談
事
業

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
無
料

電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
精

神
的
に
追
い
込
ま
れ
自
死
を
考
え

る
方
か
ら
の
相
談
も
少
な
く
は
な

く
、
生
活
に
困
窮
し
た
方
か
ら
の

切
実
な
相
談
に
寄
り
添
っ
て
い
ま

す
。（
３
６
５
日
24
時
間 

２
０
１

１
年
〜
現
在
ま
で
延
べ
約
５
万
件
）

②
生
活
必
需
品
・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

は
、
他
者
と
の
関
わ
り
が
持
て
な
い

方
や
、
事
故
に
遭
遇
し
て
闘
病
生
活

か
ら
生
活
困
難
状
態
と
な
っ
た
方
な

ど
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
方
を
、
こ
ど
も
食
堂
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
活

動
を
通
じ
て
信
頼
が
生
ま
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
上
が

り
、社
会
復
帰
を
し
た
人
も
い
ま
す
。

ま
た
、
就
労
困
難
な
方
を
対
象
に
、

他
の
支
援
団
体
と
連
携
し
、
相
談
、

研
修
、
職
業
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
様
に
信
州
こ
ど
も
食
堂

を
中
心
に
様
々
な
活
動
が
評
価
さ

れ
、
表
彰
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
信
州
」。
私
た
ち
が
取
材

に
行
っ
た
日
も
松
本
駅
前
の
店
舗

で
こ
ど
も
食
堂
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
場
所
と
食
材
を
提
供
し

て
い
た
清
水
さ
ん
は
「
子
ど
も
た

ち
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
う
れ
し

い
で
す
。
遊
技
場
事
業
で
、
お
菓

子
を
入
れ
る
箱
を
設
置
し
、
お
客

様
の
厚
意
で
お
菓
子
を
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
お
菓
子

を
い
つ
も
来
て
く
れ
る
子
ど
も
た

ち
に
渡
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
引
き
続
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
信
州
の
活
動
の
一
助
に
な
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
も
っ
と
広
が
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　

温
か
い
善
意
で
企
業
や
農
家
、

個
人
、
全
国
フ
ー
ド
バ
ン
ク
推
進

協
議
会
か
ら
様
々
な
生
活
必
需
品

（
衣
類
、か
さ
、靴
下
、タ
オ
ル
な
ど
）

や
食
料
の
寄
贈
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
を
仕
分
け
し
、
必
要
な
と
こ

ろ
に
直
接
届
け
て
い
ま
す
。

③
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
づ
く
り
・

　
信
州
こ
ど
も
食
堂
事
業

　

人
と
資
源
が
つ
な
が
る
共
生
社

会
を
目
指
し
た
「
信
州
こ
ど
も
食

堂
」
を
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
か
ら
２
０
１
９
年
ま
で

に
県
内
72
か
所
、
９
３
０
回
開
催

し
、
参
加
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含

め
３
万
５
千
人
が
関
わ
り
ま
し
た
。

各
こ
ど
も
食
堂
で
は
、
創
意
工
夫
し

た
取
り
組
み
で
調
理・食
事・学
習
・

学
び
・
遊
び
・
体
験
を
通
じ
て
、

子
ど
も
と
老
若
男
女
が
交
流
す
る

こ
と
で
、
世
代
を
超
え
た
様
々
な

つ
な
が
り
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
学
ぶ
機
会
と
体
験
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
経
験
と
知
識
が
、

自
己
肯
定
感
を
高
め
、
自
信
と
意

欲
が
育
ま
れ
生
き
る
気
力
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

④
被
災
地
支
援
事
業

◆
岡
山
豪
雨
災
害
・
熊
本
地
震
災
害

　
支
援
物
資
を
発
送
し
て
い
ま
す

（
味
噌
・
米
・
信
州
そ
ば
・
あ
め
・

ジ
ュ
ー
ス
・
洗
剤
な
ど
）。
ま
た
、
被

災
地
で
こ
ど
も
食
堂
も
開
催
し
て
い

ま
す
。
居
酒
屋
な
ど
の
営
業
時
間

外
に
場
所
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広

い
世
代
が
訪
れ
、
被
災
し
た
方
の

良
い
交
流
の
場
所
に
な
っ
て
い
ま

す
。
支
援
依
頼
の
連
絡
を
受
け
た

場
合
に
は
、
な
る
べ
く
早
く
被
災

者
の
元
に
物
資
を
届
け
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

⑤
就
労
支
援
・
職
業
体
験
事
業

　
３
６
５
日
の
電
話
相
談
の
中
に

公
益
財
団
法
人「
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
」が
主
催
す
る
あ
し
た

の
ま
ち・く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞（
平
成
３０
年
度
）を
松
本
市
に
あ
る
特

定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
信
州
が
受
賞
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、ま
た
評
価
さ
れ
た
の
か
を
今
回
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。　　

 
（
連
絡
先 

０
１
２
０―

９
１
４―

９
９
４
）

奨励賞
受賞

寄贈された様々な支援物資

信州こども食堂の様子

あ
し
た
の
ま
ち
づ
く
り
・

く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
と
は

活
動
内
容

●
公
民
館
長

城
東
公
民
館

田
川
公
民
館

梓
川
公
民
館

波
田
公
民
館

笹
賀
公
民
館

奈
川
公
民
館

寿
台
公
民
館

四
賀
公
民
館

●
公
民
館
主
事
等

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

東
部
公
民
館

新
村
公
民
館

和
田
公
民
館

梓
川
公
民
館

芳
川
公
民
館

寿

公

民

館

中
山
公
民
館

松
原
地
区
公
民
館

佐
藤
　
昭
明

森
下
　
隆
弘

川
村
　
吉
郎

輪
湖
　
　
明

小
林
　
茂
夫

忠
地
　
愛
男

坂
井
　
久
吉

藤
松
　
正
之

輪
湖
　
　
稔

平
林
　
祐
介

塚
原
　
貴
裕

井
上
　
由
貴

長
橋
　
佑
弥

太
田
正
太
郎

中
田
　
真
実

黒
田
　
　
晋

北
原
　
将
年

永
春
美
香
子

丸
山
　
雅
之

横
林
　
朋
実

山
内
　
敦
子

井
上
真
由
巳

上
條
　
恒
嗣

赤
羽
　
陽
介

阪
西
　
洋
子

澤
柳
　
秀
子

大
和
　
　
靖

浅
田
　
達
夫

和
田
　
　
稔

神
戸
　
啓
次

西
口
　
賢
一

南
雲
多
榮
子

山
本
　
律
子

川
上
　
　
弘

東
海
林
恵
美
子

上
條
貴
志
子

山
口
　
　
茂

田
中
　
真
弓

井
上
　
逸
雄

窪
田
　
　
守

村
田
　
正
幸

菅
田
　
金
幸

第
一

第
二

第
三

東
部

城
北

中
央

安
原

城
東

白
板

田
川

庄
内

鎌
田

松
南

島
内

中
山

島
立

新
村

和
田

神
林

笹
賀

芳
川

寿

寿
台

松
原

岡
田

入
山
辺

里
山
辺

今
井

内
田

本
郷

四
賀

安
曇

奈
川

梓
川

波
田

江
藤
　
弘
子

曽
根
原
　
豊

小
林
　
　
修

丸
山
　
英
明

横
山
　
俊
作

中
村
　
　
朗

吉
江
　
史
彦

久
保
み
ち
子

松
村
　
京
子

赤
穂
　
武
美

真
関
　
　
健

森
　
　
鉄
雄

古
田
　
豊
樹

新
任
公
民
館
職
員

新
任
公
民
館
職
員

新
任
公
民
館
職
員

令
和
元
年
度 

館
報
全
市
版
編
集
委
員

令
和
元
年
度 

館
報
全
市
版
編
集
委
員

令
和
元
年
度 

館
報
全
市
版
編
集
委
員

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
信
州
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古
の
こ
ろ
の
血
で
血

を
洗
う
権
力
闘
争
と

は
違
い
、
平
和
で
穏

や
か
な
祝
賀
ム
ー
ド

に
包
ま
れ
た
御
代
替

わ
り
。
副
産
物
で
あ

る
大
型
連
休
、
皆
さ

ん
は
ど
う
過
ご
さ
れ
た
ろ
う
か
？

▼
我
が
家
は
、
二
人
の
大
学
生
を

抱
え
、
授
業
料
の
引
き
落
と
し
。

後
の
銀
行
残
高
は
、
寒
々
し
い
限

り
。
従
っ
て
、
単
身
赴
任
か
ら
帰

宅
し
た
夫
と
二
人
、「
安
近
短
」
で

や
り
過
ご
し
た
▼
そ
れ
で
も
、
少

し
く
ら
い
は
ぜ
い
た
く
を
し
よ
う

と
、
夫
婦
で
近
所
の
バ
ー
に
行
っ

た
。
す
る
と
夫
が
急
に
「
そ
う
い

え
ば
、
イ
ー
グ
ル
ス
の
歌
に
あ
る

テ
キ
ー
ラ
サ
ン
ラ
イ
ズ
を
飲
ん
だ

こ
と
が
な
い
。
飲
ん
で
み
た
い
な
」

と
言
い
出
し
た
。
普
段
は
、
シ
ン

グ
ル
モ
ル
ト
の
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲

む
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
夫
の
こ

の
一
言
か
ら
、
今
夜
は
、
今
ま
で

読
ん
だ
小
説
や
、
音
楽
に
登
場
す

る
カ
ク
テ
ル
を
飲
ん
で
み
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
▼
ド
ラ
イ
マ

テ
ィ
ー
ニ
、
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
メ
ア
リ
ー
、

ギ
ム
レ
ッ
ト
、
ト
ム
コ
リ
ン
ズ
、
ピ

ニ
ャ
コ
ラ
ー
ダ
…
。
久
し
ぶ
り
に
、

子
ど
も
や
仕
事
か
ら
離
れ
、
好
き

な
小
説
や
作
家
、
音
楽
や
映
画
の

話
で
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
夜
と

な
っ
た
▼「
バ
ー
の
街
ま
つ
も
と
」

と
大
型
連
休
に
感
謝
！

写真でつづる
まつもとの今昔43まつもとの今昔43

43年前、大学病院に３ヵ月入院していたと
き、暇を持て余していた。カメラは持ってい
たので、病棟内で撮影・現像した。旧中病
棟６階から松本城を望む。

上の写真、手前は市営住宅の屋根、県職員
住宅、旭町小学校の樹木。真ん中上にお城
と周辺の木々の緑がみえる。現在は樹木は
ほとんどなく、ビルが林立している。

（1976.7 写真提供：日本報道写真連盟）

（2019.3.8  撮影）

昔

今

～ 大学病院の病窓から ～

　

平
成
30
年
４
月
、
鎌
田
地
区
の

町
会
連
合
会
と
公
民
館
は
、
鎌
田

地
区
の
歴
史
や
文
化
財
に
つ
い
て

学
べ
る
「
鎌
田
お
宝
マ
ッ
プ
」
を

全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。こ
の
マ
ッ

プ
は
、
同
公
民
館
で
松
本
市
地
域

づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
第
一

期
生
と
し
て
活
動
し
て
き
た
塚
原

有
香
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
３

年
間
の
お
宝
発
掘
事
業
の
ま
と
め

と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。
鎌

田
地
区
17
町
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

お
宝
や
、
文
化
財
の
中
か
ら
24
点

を
写
真
で
も
紹
介
し
、
子
ど
も
や

若
い
住
人
に
も
親
し
み
の
も
て
る

か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
入
り
。
持
ち

や
す
い
Ａ
２
サ
イ
ズ
八
つ
折
り
の

マ
ッ
プ
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

鎌
田
地
区
公
民
館
で
は
、
地
区

の
よ
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
と
、
こ
の
マ
ッ
プ
を
活
用

し
た
「
鎌
田
お
宝
講
座
」
等
の
企

画
を
、
こ
れ
ま
で
に
４
回
開
催
し
、

そ
の
た
び
に
盛
況
を
得
て
き
て
い

ま
す
。

　

笹
賀
地
区
で
は
昨
年
度
、
公
民

館
改
修
工
事
後
に
空
い
て
い
た
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
壁
面
に
、

10
年
ほ
ど
前
の
松
本
市
制
施
行
百
周
年
記
念
事
業
で
、多
く
の
地
区

が
地
域
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
が
、最
近
、ま
た
新
た
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
マ
ッ
プ
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

地
域
マ
ッ
プ
で
豊
か
な
く
ら
し

６
つ
あ
る

ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー

ス
を
一
枚

に
ま
と
め

た
大
型
の

マ
ッ
プ

ボ
ー
ド
を

掲
示
し
ま

し
た
。

　

発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル

　

コ
ー
ス
作
成
当
初
か
ら
関
わ
り
、

今
回
も
中
心
に
な
っ
て
同
マ
ッ
プ

を
制
作
し
た
村
岡
康
三
さ
ん
は
、

藤
波
由
紀
夫
前
公
民
館
長
の
協
力

で
、
笹
賀
地
区
内
の
史
跡
を
中
心

と
し
た
コ
ー
ス
の
目
印
の
写
真
を

撮
り
直
し
、
今
ま
で
な
か
っ
た
目

印
地
点
の
写
真
も
す
べ
て
網
羅
し

た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

鎌
田
地
区
や
笹
賀
地
区
の
ほ
か

に
も
、
山
城
歩
き
や
街
角
ガ
イ
ド

な
ど
、
各
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
に
工

夫
を
凝
ら
し
た
マ
ッ
プ
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

天
気
の
良
い
日
に
は
、
ち
ょ
っ

と
散
歩
し
て
み
た
い
、
爽
や
か
な

季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域

マ
ッ
プ
を
片
手
に
お
出
か
け
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

鎌田地区公民館HPに掲載中

鎌
田
お
宝
マ
ッ
プ

笹
賀
大
型
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

歩
い
て
知
ろ
う
我
ら
の
地
域

で
作
ら
れ
た
縦
約
２
・
３
メ
ー
ト

ル
、
横
約
４
・
２
メ
ー
ト
ル
の
同

マ
ッ
プ
は
、
文
化
祭
時
な
ど
、
見

や
す
い
高
さ
に
調
節
で
き
る
よ
う

に
、
釣
り
具
の
リ
ー
ル
に
金
属
ワ

イ
ヤ
ー
を
巻
い
た
も
の
で
吊
り
、

裏
側
は
滑
車
や
ロ
ー
ラ
ー
で
壁
が

傷
つ
か
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

い
に
し
え
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材料：

ネギの甘みが味わえる

熊本県の郷土料理を
松本一本ネギで!!

わけぎ、酢味噌

地産地消のかんたんレシピ

1. 沸騰した鍋にネギを根から入れて湯
がく

2. ザルに上げて冷水で冷やして絞る
3. 根から3cmほどを三つ折りにして、
ぐるぐると巻く

4. 皿に移して酢味噌をかける

『一文字ぐるぐる』

 
里
山
辺
地
区
は
美
ヶ
原
の
麓
、史
跡
が
点
在
し

果
樹
や
ブ
ド
ウ
の
栽
培
が
盛
ん
な
地
区
で
す

　

旧
里
山
辺
村
は
昭
和
29
年
、
松

本
市
に
合
併
し
ま
し
た
。
現
在
16

町
会
で
、
人
口
１
万
２
０
１
０
人
、

世
帯
数
５
３
０
５
戸
（
平
成
31
年

１
月
現
在
）
で
、
こ
こ
10
年
間
で

わ
ず
か
な
が
ら
人
口
増
加
が
み
ら

れ
ま
す
。

　

渡
来
人
と
の
関
係
を
指
摘
す
る

声
も
あ
る
５
世
紀
後
半
の
積
石
塚

古
墳
「
針
塚
古
墳
」
や
、
中
世
信

濃
守
護
、
小
笠
原
氏
の
本
城
「
林

城
跡
」、
御
柱
祭
な
ど
の
伝
統
行

事
が
あ
り
ま
す
。

　
聖
徳
太
子
創
建
と
伝
え
ら
れ
る

「
兎
川
寺
」
は
か
つ
て
天
台
宗
、
真

言
宗
合
わ
せ
て
24
坊
か
ら
な
る
高

野
山
を
本
山
と
す
る
大
伽
藍
だ
っ

た
と
い
わ
れ
る
古
刹
で
す
。

　

明
治
18
年
に
建
て
ら
れ
た
山
辺

学
校
は
、
開
智
学
校
の
「
ギ
ヤ
マ

ン
学
校
」
に
対
し
「
障
子
学
校
」

と
呼
ば
れ
た
学
校
で
す
。

　

県
宝
須
々
岐
水
神
社
お
船
祭
り

の
お
船
９
基
は
、
明
和
４
年
（
１

７
６
７
年
）
ご
ろ
、
当
時
の
藍
の

生
産
な
ど
の
好
景
気
で
潤
っ
た

村
々
が
豪
華
な
「
お
船
」
を
作
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
船
は
立
川
流
一
門
と
い
わ
れ

る
彫
り
師
の
作
が
多
く
施
さ
れ
て

お
り
、
９
基
す
べ
て
が
昭
和
61
年

（
１
９
８
６
年
）
８
月
に
県
宝
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
時
代
す
で
に
「
束
間
の
湯
」

の
名
で
知
ら
れ
た
名
湯
美
ヶ
原
温

泉
や
浅
間
温
泉
も
あ
り
、
豊
か
な

自
然
と
歴
史
的
、
文
化
的
資
源
の

豊
富
な
地
区
で
す
。

　

ブ
ド
ウ
栽
培
は
歴
史
が
古
く
、

山
辺
ブ
ド
ウ
と
し
て
全
国
へ
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。

11

地
区
の
現
状

歴
史
と
文
化

　

里
山
辺
地
区
は
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
に
よ
る
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ツ
ー
ル
と

し
て
「
あ
い
さ
つ
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
作
成
し
全
戸
配
布
し
、
朝
夕
の

あ
い
さ
つ
が
自
然
に
出
来
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

里
山
辺
公
民
館
で
は
、
15
歳
の

決
意
を
皆
に
表
明
す
る
立
志
式（
今

年
で
６
回
目
）
や
、
年
に
２
回
の

美
ヶ
原
登
山
も
恒
例
の
行
事
で
す
。

　

ま
た
、
里
山
辺
公
民
館
が
併
設

さ
れ
て
い
る
、
松
本
市
教
育
文
化

セ
ン
タ
ー
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が

４
月
26
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
、
最
新
式
の
光
学
投
影
機

で
星
空
体
験
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
宇
宙
へ
の
夢

が
、
地
球
の
活
性
化
に
繋
が
れ
ば

と
、
願
っ
て
い
ま
す
。

す   

す    
き  
が
わ

だ
い  

が  

ら
ん

こ  

さ
つ

こ
れ
か
ら
の
里
山
辺

松
本
さん
ぽ

「
ア
ル
プ
ス
公
園
に

              

キ
ク
イ
タ
ダ
キ
」

ちょこっと

（撮影：2019.2.4 アルプス公園）

　
日
本
最
小
の
鳥（
全
長

10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

体
重
５
グ
ラ
ム
ほ
ど
）で

目
の
ま
わ
り
は
白
く
、

翼
に
白
い
帯
。

　

一
番
の
特
徴
は
頭
頂

部
に
黄
色
い
冠
羽
が
あ

り
、
菊
を
戴
く
と
い
う

意
味
か
ら
こ
の
名
が
あ

る
。

　

本
州
以
北
の
高
い
山

で
繁
殖
し
、
秋
冬
は
低

地
や
暖
地
の
林
で
も
見

ら
れ
る
。
こ
の
冬
は
ア

ル
プ
ス
公
園
で
も
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
。

い
た
だ

古代ロマンを込めて、針塚古墳

すべてが県宝指定のお船
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